The people who supported the "Study of the hereditary imperial tombs in China" by SEKINO Tadashi : Takeshima Takuichi (竹島卓一), Araki Seizo (荒木清三), Iwata Hidenori (岩田秀則) by 塩沢 裕仁 & 平勢 隆郎
関野貞の「支那歴代帝陵の研究」を支えた人々 : 
竹島卓一・荒木清三・岩田秀則








































第一次：明治三九年（一九〇六）九月～四〇年（一九〇七）二月、北京・河南・陝西・山西。第二次：明治四〇年（一九〇七）九月～四一年（一九〇八）一月、山東。第三次：大正二年（一九一三）一〇月、満州朝鮮国境輯安。第四次：大正七年（一九 八） 月～一二月、満州・北京・山西・河北・河南・浙江・ 京・江蘇。






















してしまったとのこと ある（竹島卓一 令嬢池内節子氏による） 。実に遺憾の極みである。　
ただ、幸いにして、この刊行に係る調査資料 少なからず別に残されていて戦火を逃れた。斯くして、関野および関野
























ぎし時、偶ま路の左方塼墻を隔てて單層門の立てるを見た。余は一瞥其古建築物たることを知り、自動車を停め、旁の小門より入れば先づ單層四注の山門に「獨樂寺」と題する額を掲げ、門内左右に金剛力士が對立してゐる。次に重層の大建築、觀音閣が巍然として聳え、其内に高さ五十餘尺の十一面觀音の立像が安置されてゐた。建築の樣式は明かに遼時代の者たることを語り、其彫刻亦建築と同時 者た ことを知り、圖らずも支那現存最古の木造 たる遼時代の遺構を發見せしことを喜んだ。而も當初よりの目的地たる東陵への行程を急いだから、此伽藍の調査は歸途に讓ることとした。余は初め東陵の調査の爲め冩眞原板三十打を用意せしが、東陵に於て此原板全部を撮影し盡したから、當時東陵の馬
籣
峪の一照相館に就き原板の讓與を交渉せしも、唯僅かに一打を得しのみであつた。其中半打を東

























荒木清三 （明治一七年～昭和八年七月一四日、 一八八四～一九三三） は、 明治三五年 （一九〇二） に工手学校 （現工学院大学）
















氏は若くして東京にありし頃に、 已に支那語の研究に努力し志を大陸に向けて居つた丈けあつて、 北京にありては益々堪能の域に達 居られ、啻に言語のみでなく日常の生活も全く日本人離れをし り支那人との間には何んな交際も交渉も自由になし得る人であつた。 （中略）然れば北京 ありては民會の世話や、 事變毎に捲き起る諸問題の爲めに、斡旋奔走自己の仕事を忘る 日々が相當長く續いたこともあつたらしい。北平を一度でも訪問した建築家で故人の厄介にならぬ人は殆んどないといつてもよい有樣であつて、殊に學 的の人達に對しては中々よく盡 て呉れたものである。伊東、關野の兩先生を初め若い學徒の面々に至るまで 北平に行きさへすれば先ず荒木氏が ると云うのが唯



















































陵建築工程 管理・運営を行っていた崇陵工程 （在京の駐京工程処と現地の駐工工程処に分かれる）の人的構成や運営状況に関する分析とともに崇建築に関する原文書群（貴重甲七一「諸陵工程報告」と貴重甲七二「諸陵規制尺寸略節」に収められている「崇陵工程文書」 ） 整理状況や個別文書の内容が紹介されている。正に荒木資料 研究の上で有益に活用していくための必読研究である。これ 加え、先に触れた大田省 ・井上直美『東京大学
図二　貴重甲七一　諸陵工程報告第十函　崇陵各段引河水勢（部分）　東京大学東洋文化
研究所所蔵









































































する前に、 もう一つ、 この図様を踏襲した墓葬があることを忘れてはならない。河南省安陽市の安陽河（洹水）北岸に営まれた袁世凱（一八五九～一九一六）の墓葬、袁林である（その西隣には近年発掘さ 殷の都で 洹北商城がある） 。袁世凱は中華帝国 皇帝 登極（一九一五年一二月）するものの、国内での反乱の拡大や周囲 反発により数ヶ月にして退位し （一九一六年三月） 、その後まもなく病没している（一九 六年六月六日） 。袁世凱自ら 帝政を撤回していることからここでは敢えて陵墓という表現は使用しないが、その建築様式や配置構造からみれば最後の帝陵であるといっても過言ではない。しかし、中国の伝統的帝陵建築様式を完全に踏襲しているかというに、典型的なアメリカの建築様式を持つ 冢 西洋式軍服を纏った石像生、墓台鉄門の西洋式文様など此処彼処に西洋的な文化要素を看取するこ ができる。清朝陵墓建築様式の継承という問題 踏まえ 崇陵史料との比較にお て最後の帝陵という範疇で捉える 袁林は極めて興味深い研究対象となるが 紙幅の都合上その具体的な建 などについて 別稿を期した （図四） 。　
以上、荒木資料を活用して歴代陵墓研究を行う上で見出しうる建築工程、
様式上の問題二三につ て言及した。この他にも荒木資料を活用して歴史、考古などで数多の課題が見出されるに違いな 。研究諸賢兄 荒木資料 活用に期するところは大きい。
図四　明文官石象生（左）　清文官石象生（中央）　袁世凱石象生（右）　筆者撮影









































































に明の帰国にあたり山本照像館を引き継いだのが岩田秀則である。 「満洲遊記」は昭和五年（一九三〇）に南満州鉄道株式会社から招かれて満州や北平を旅行したときの紀行文であるから、茂吉が立ち寄った頃は正に山本照像館が山本家から岩田秀則に引き渡さ る時期にあたっている。山本明（～一九七〇年七月八日）は、明治四〇年（一九〇七）頃に早稲田大学を中退して北京に渡航、 讃七郎の下で写真術を学んだとされる。昭和五年（一九三〇）に帰国し、 昭和八年（一九三三）頃に赤坂区青山南町二丁目一〇番地（現港区南青山二丁目五番地）にて写真館を開業した。山本明、岩田秀則の写真帖制作については、水野清一・長広敏雄『龍門石窟』序説の中で、


















































料の調査と研究」における研究活動成果の中間報告も兼ねるものである。関野貞の偉業と研究上 地位は改めて言及するまでもないが、関野の研究活動全体という視野から関野を取り巻く人々の活動を含めるとき、関野の研究活動は膨大な資料群を以って今日の歴史研究の一支を す物質文化研究の礎をなす とな のである。　
筆者と山名弘史先生との師弟関係は三十年あまりになる。しかしながら、中国考古学・古代地理を研究する筆者と清末
民初研究では博覧強記の山名先生とはその専門 する研究領域が大きく異なっている。したがって、本論を成すにあたり如何なる内容が相応しいかと思案を重ねた結果、近現代史に止ま ず該博 知識をお持ち 山名先生の研究姿勢に学ぶべく、近代資料として収集されたも といえども考古・物質資料として研究できるという認識に立ち 山名先生への報恩において敢えて当該テーマ の執筆を考えた次第である。


















多くの案内板をとりつけてくださっていたのを利用したのであるが、広い墓域をまわるのは一苦労だった。多くの観光客が観覧車にのって舗装された道を行き交い、要所をまわ のを横目 見ながら、徒歩で林 分け入って孔家代々の墓地 捜し撮影した。お互いが好きでないとできない作業である。私は、 亀趺碑（図六）を一つの研究テーマにしてきたこ もあり それについての興味関心が第一 ったのだが、塩沢氏は本稿の標題にかかげた帝王陵 検討 常に念頭にあったようである。孔家は歴代の 朝に特別 待遇を受けているので、その墓制研究は 帝王陵のそれと比較することができる。関野たちは、孔林の一部を写真撮影したにすぎないが、おそらくガラス乾板など 余裕
図六　明陵亀趺碑　東京大学東洋文化研究所所蔵










ある。山名先生は、私がかけだしのころ、東京大学文学部（東洋史） 助手 してお 。山名先生だけではないのだが、当時の助手は、いわゆるお仕事よりは、学生や院生に研究上、学問上 さまざまな影響をあたえること 方が要請されていたように思う。後にたまたまでかけた洛陽で山名先生 私だけが残され、二人で龍門石窟をおとず ある。むかしそのままのあたたかいお姿を再確認する とが きた。法政大学では、非常勤の授業を担当し こ もある。そのときも山名先生のお部屋にお伺 する機会があり、同じお姿を拝見した。山名先生の下で巣立たれた学生さん 院生さんたちにとっても、同様 思い出があるに違いない。
















科学研究所、上海の自然科学 、東京の東方文化学院東京研究所、京都の東方文化学院京都研究所を設立した。その後日本の二研究所は昭和一三年（一九三八）に東京の東方文化学院（戦後東京大学東洋文化研究所に吸収）と京都 東方文化研究所（戦後京都大学人文科学研究所 一部）とに名称を変えた。佐伯修『上海自然科学研究所― 学者たちの日中戦争―』 （宝島社、一九九五年） 、阿部洋『 「対支文化事業」の研究』 （汲古書院 二〇〇四 等を参照されたい
（３）
		
この内第一、第二、第四次調査が基幹的な調査であった。谷豊信「関野貞の中国考古学研究」 『関野貞アジア踏査』 （前掲注１） 。
谷は調査の性格から第一 ・ 第二を第一期、第四次を第二期 そして東方文化学院時期の調査を第三期として区分している。三四八頁。大西純子「中国旅行の日記について―「中国旅行日記」と「遊西日記」 （中国）―」関野貞研究会『関野貞日記』中央公論美術出版社、二〇〇九年。
（４）
		
第一次調査 ： 周王陵、 秦始皇帝陵、 前漢帝陵、 唐帝陵。第二次調査 ： 北宋 ・ 南宋帝陵、 『関野貞日記』 。周王陵については『関野貞日記』
の中では欠落のため確認しえないが、 淸國河南陝西 談」 （関野博士記念事業会『支那の建築と芸術』岩波書店、 一九三八年、 所収）の中で明らかとなる。六一六頁。
（５）
		






関野貞「支那の陵墓」 （ 『支那の建築と芸術』前掲注４所収）の編者注、一〇 頁。














































































































ことについては、日持上人の遺物（現在は身延山久遠寺に所蔵 いる を持ち帰ったことからも推察されるところである 前
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